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序章 

今年の 10 月には陸上女子短距離の元女王マリオ

ン・ジョーンズ（米国）がドーピング違反を認めたり、11

月には女子テニスで元世界ランキング１位のマルチ

ナ・ヒンギス選手（スイス）がドーピング検査でコカイン

に陽性反応を示したことを明らかにするとともに現役

を引退したりと、ドーピング問題は後を絶たない。ドー

ピングはトップレベルの世界では必ずおこなわれて

いる可能性がある。そもそも健康面への配慮から禁

止されたドーピングについて、医療技術が発達した

今ドーピング解禁論を唱える人がある程度いても良

いのではないかと感じている。それにも関わらずドー

ピング解禁論を唱える人は少ない。今後のドーピング

問題の解決の一歩となるように、ドーピング解禁論の

意見を整理しなおしてみる。 

 

第１章 

まず基礎として現在のドーピングの定義、ドーピン

グ禁止薬物の種類・作用と副作用、ドーピング検査

の方法、制裁措置についてまとめる。ドーピングが薬

物を用いるものである以上副作用を必ず伴うものであ

ることを確認する。 

 

第２章 

ドーピングの歴史について年表形式で見てみる。

最初のドーピングは競走馬へのものであった。これが

次第に人間側に拡がっていった。死亡事故が増える

のを機にドーピングが禁止されるようになる。今では

血液ドーピングなどの新しいドーピングが問題になっ

ている。 

 

第３章 

日本アンチ・ドーピング機構（ＪＡＤＡ）が挙げるドー

ピング禁止の４つの根拠（選手自身の健康を害する、

不誠実、社会悪、スポーツ固有の価値を損ねる）に

ついて検討を加える。自己決定権やスポーツの価値

という言葉の再定義を用いこれらについてひとつず

つ検討を加えていくと、ドーピング禁止の根拠はとて

も弱いことがわかる。それにもかかわらずドーピング

禁止が謳われているのが現状である。 

 

第４章 

ＪＡＤＡが挙げるドーピング禁止の根拠以外にもよく

言われている根拠がある。それらの根拠（使用量の

限度をどのように決めるのか、ドーピング公認大会は

人気があるのか、また反ドーピング大会との共存は可

能か、ドーピングは人間の機械化ではないか）につ

いても検討を加えてみる。これらに検討を加えてみる

とトップアスリートとアマチュアスポーツ選手のスポー

ツに対する考え方の違いが見えてくる。 

 

第５章 

第４章で見えてきたトップアスリートとアマチュアス

ポーツ選手のスポーツに対する考え方の違いについ

てさらに考察を深める。まず実際の使用状況を調べ

てみる。実際のドーピング検査の陽性率を超えた割

合でドーピングが行われている可能性が高いことが

わかる。次にドーピングに関するアンケートから、トッ

プアスリートとアマチュアスポーツ選手のスポーツに

対する考え方を探る。トップアスリートの中にはドーピ

ングをしたいと考えている人が多数いる一方、アマチ

ュアスポーツ選手からすると、ドーピングは勝敗を決

める上ではアンフェアだ、となる。では果たして勝敗

はスポーツの本質なのだろうか。スポーツの本質とは

卓越性の追及であって、勝敗とは関係ない。勝敗と

はスポーツを面白くするシステムでしかない。以上見

てきたように、アマチュアスポーツ選手は勝敗がスポ

ーツの本質ではないにも関わらずそれを理由にドー

ピングを排除しようとしている。人と競い合うのもスポ

ーツであれば、自分自身を超えようとするのもスポー

ツなのである。 

 

終章 

以上見てきたようにドーピングが悪であるとする根

拠は見つからない。それにも関わらず一般人が誤解

しやすい根拠を並べ立ててアンチ・ドーピングを謳っ

ているのが現状である。今まではドーピングがタブー

視されてきたので、一般人がドーピングの正しい知識

を得る機会も少なかった。これからは少しでもドーピ

ングの正しい知識を広めていき、ドーピングに対する

偏見をなくしていくことが重要である。

 
 


